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い
ま
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
現
場
で
は
、
多
様
な
主
体
に

よ
る
種
々
の
事
象
が
、
同
時
に
、
異
な
る
ベ
ク
ト
ル
を
も
っ
て
進
行
し

て
い
る
。

　
復
興
の
あ
る
べ
き
姿
を
描
出
す
る
た
め
に
は
、
そ
う
し
た
一
つ
ひ
と

つ
の
事
象
や
事
業
の
実
像
を
描
き
、
そ
の
意
味
に
つ
い
て
被
災
者
の
立

場
か
ら
吟
味
し
、
関
連
主
体
で
共
有
す
る
事
が
不
可
欠
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
復
興
に
関
わ
る
お
の
お
の
の
主
体
は
、
お
の
お
の
の
事
業

や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
こ
と
に
注
力
は
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
、

そ
し
て
そ
れ
ら
の
集
合
が
、
被
災
者
の
立
場
か
ら
み
て
復
興
に
つ
な
が

る
も
の
で
あ
る
の
か
、確
認
で
き
な
い
ま
ま
時
間
が
た
だ
経
過
し
て
い
る
。

　
本
書
で
は
、
こ
う
し
た
復
興
現
場
の
状
況
に
対
し
て
、
被
災
地
の
復

興
を
生
活
世
界
の
観
点
か
ら
、
肝
要
と
考
え
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト
を
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
気
鋭
の
著
者
群
の
視
点
を
も
っ
て
抜
き
出
し
、

復
興
を
め
ぐ
る
多
様
な
モ
ノ
グ
ラ
フ
の
集
成
と
し
て
、
被
災
地
の
い
ま

を
ク
リ
ア
ー
に
描
き
出
し
て
い
る
。

　
本
来
的
な
意
味
で
の
復
興
に
む
け
て
、
何
を
考
え
何
を
な
す
べ
き

か
？
　
改
め
て
問
い
直
す
こ
と
が
必
要
な
い
ま
、
ア
カ
デ
ミ
ア
の
み

な
ら
ず
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
の
実
践
者
に

と
っ
て
も
必
読
の
書
で
あ
る
。

私たちは被災地が見えているのか……
「東日本大震災」から4年。

被災した多くの人 の々困難を乗り切る生活者としての様相を、
被災者や被災地に寄り添いながら、被災直後から現在に至るまで、

さまざまな分野の研究者によってまとめられた〈モ
調 査 報 告 集
ノグラフ〉！

復興の過程や、それらに起因したまちづくり・ボランティア活動・コミュニティの実際、さらにはメディアの情
報発信のありようなどを、社会学・防災学・統計学や地理学・心理学など多様な研究分野からさまざまな角
度で分析・検証し、これからも起こり得るであろう多くの災害へ立ち向かうための震災誌の一つとして、総勢
31名による28点の論文をまとめた大著。後の時代を生きる人々への好個の資料として刊行！
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東
日
本
大
震
災
と
被
災
・
避
難
の
生
活
記
録

2015/2

第
Ⅰ
部
　
復
興
と
ま
ち
づ
く
り

復
興
と
ま
ち
づ
く
り�

吉
原
直
樹（
大
妻
女
子
大
学
教
授・東
北
大
学
名
誉
教
授
）

東
日
本
大
震
災
と
東
北
圏
広
域
地
方
計
画
の
見
直
し�

野
々
山
和
宏（
弓
削
商
船
高
等
専
門
学
校
准
教
授
）

終
わ
り
な
き「
中
間
」の
ゆ
く
え
―
―
中
間
貯
蔵
施
設
を
め
ぐ
る
人
び
と�

吉
原
直
樹

建
設
業
の
公
共
性
と
地
域
性
―
―
東
日
本
大
震
災
復
興
事
業
調
査
の
中
間
報
告�

千
葉
昭
彦（
東
北
学
院
大
学
教
授
）

震
災
か
ら
の
商
業
地
の
復
興
―
―
田
老
地
区
仮
設
商
店
街
・
た
ろ
ち
ゃ
ん
ハ
ウ
ス
を
事
例
と
し
て�

岩
動
志
乃
夫（
東
北
学
院
大
学
教
授
）

震
災
遺
構
の
保
存
と
防
災
教
育
拠
点
の
形
成�

高
橋
雅
也（
埼
玉
大
学
准
教
授
）

災
害
記
憶
と
そ
の
継
承
の
た
め
の
仕
組
み
に
関
す
る
考
察
―
―
東
日
本
大
震
災
の
記
憶
継
承
に
向
け
て�

金
城
敬
太（
沖
縄
国
際
大
学
専
任
講
師
）

震
災
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
官
民
連
携
の
課
題
―
―
福
島
県
い
わ
き
市
平
豊
間
地
区
を
事
例
に�

�

磯
崎
匡（
東
北
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）・松
本
行
真（
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
准
教
授
）

東
日
本
大
震
災
復
興
に
向
け
た
組
織
の
現
状
と
そ
の
類
型
―
―
い
わ
き
市
被
災
沿
岸
部
豊
間
・
薄
磯
・
四
倉
地
区
を
事
例
に�

�

菅
野
瑛
大（
福
島
工
業
高
等
専
門
学
校
）・松
本
行
真

第
Ⅱ
部
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

災
害
の
避
難
空
間
を
想
像
す
る
フィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
―
―
内
部
者
と
し
て
、外
部
者
と
し
て�

小
田
隆
史（
宮
城
教
育
大
学
特
任
准
教
授
）

災
害
支
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
地
域
コ
ミュニ
テ
ィ
―
―
越
境
す
る
災
害
文
化
と
鍵
を
握
る
平
時
か
ら
の
協
働�

�

伊
藤
嘉
高（
山
形
大
学
講
師
）・千
川
原
公
彦（
ウ
エ
ザ
ー
ハ
ー
ト
災
害
福
祉
事
務
所
代
表
）

顕
在
化
し
た
都
心
の
ディ
バ
イ
ド
―
―
仙
台
市
中
心
部
町
内
会
と
避
難
所
の
関
わ
り
か
ら�

菱
山
宏
輔（
鹿
児
島
大
学
准
教
授
）

災
害
対
応
に
お
け
る
イ
ノ
ベー
シ
ョン
と
弱
い
紐
帯
―
―
仙
台
市
の
官
民
協
働
型
の
仮
設
住
宅
入
居
者
支
援
の
成
立
と
展
開�

�

菅
野
拓（
阪
神・淡
路
大
震
災
記
念 

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
研
究
員
）

長
期
避
難
者
コ
ミュニ
テ
ィ
と
リ
ー
ダ
ー
の
諸
相
―
―
福
島
県
双
葉
郡
楢
葉
町
・
富
岡
町
を
事
例
に�

松
本
行
真

沿
岸
被
災
地
に
お
け
る「
安
全
・
安
心
」の
社
会
実
装
に
向
け
た
課
題
―
―
福
島
県
い
わ
き
市
平
豊
間
地
区
を
事
例
に�

�

山
田
修
司（
東
北
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）・松
本
行
真

自
主
防
災
組
織
と
消
防
団
と
の
連
携
の
あ
り
方
―
―
宮
城
県
東
名
地
区
の
事
例�

後
藤
一
蔵（
東
北
福
祉
大
学
兼
任
講
師
）

地
域
防
災
に
お
け
る
学
校
施
設
の
拠
点
性
―
―
釜
石
市
唐
丹
地
区
を
事
例
と
し
て�

�

竹
内
裕
希
子（
熊
本
大
学
准
教
授
）・須
田
雄
太（
京
都
大
学
大
学
院
修
士
課
程
）・シ
ョ
ウ 

ラ
ジ
ブ（
京
都
大
学
教
授
）

原
発
事
故
避
難
者
に
よ
る
広
域
自
治
会
の
形
成
と
実
態
―
―
福
島
県
双
葉
郡
富
岡
町
を
事
例
に�

松
本
行
真

コ
ミュニ
テ
ィ・オ
ン・
ザ・ム
ー
ブ
―
―
破
局
を
越
え
て�

吉
原
直
樹

第
Ⅲ
部
　
被
災
後
の
生
活
と
情
報

い
わ
き
市
へ
避
難
す
る
原
発
避
難
者
の
生
活
と
意
識�

川
副
早
央
里（
い
わ
き
明
星
大
学
客
員
研
究
員
）・浦
野
正
樹（
早
稲
田
大
学
教
授
）

福�

島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
避
難
者
の
生
活
と
選
択
的
移
動�

―
―
人
的
資
本
論
に
も
と
づ
く「
大
熊
町
復
興
計
画
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」の
分
析�

磯
田
弦（
東
北
大
学
准
教
授
）

原
発
災
害
避
難
者
の
食
生
活
の
い
ま�

佐
藤
真
理
子（
福
島
県
立
喜
多
方
東
高
等
学
校
）

学
校
で
の
災
害
発
生
時
に
お
け
る
避
難
や
避
難
所
対
応
に
つ
い
て
―
―
東
日
本
大
震
災
発
生
時
の
豊
間
小
・
中
学
校
等
の
事
例
か
ら�

�

瀬
谷
貢
一（
福
島
県
立
い
わ
き
総
合
高
等
学
校
）

大
学
の
防
災
に
お
け
る
安
否
確
認
に
関
す
る
考
察
―
―
首
都
直
下
地
震
に
対
し
て
東
日
本
大
震
災
か
ら
ど
の
よ
う
な
教
訓
を
得
る
の
か�

�

地
引
泰
人（
東
北
大
学
助
教
）

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
後
の
風
評
被
害
と
心
理
的「
般
化
被
害
」―
―「
絆
」は
ほ
ん
と
う
に
強
ま
っ
た
か�

�

仁
平
義
明（
白
鷗
大
学
教
授・東
北
大
学
名
誉
教
授
）

放
射
能
は「
地
元
」に
ど
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
た
の
か
―
―
自
治
体
に
よ
る
情
報
発
信
と
報
道
に
注
目
し
て
考
え
る�

関
根
良
平（
東
北
大
学
助
教
）

東
日
本
大
震
災
後
の
仙
台
市
の
病
院
・
診
療
所
に
関
す
る
支
障
と
情
報
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
の
分
析�

�

地
引
泰
人・大
原
美
保（
独
立
行
政
法
人
土
木
研
究
所
主
任
研
究
員
）・関
谷
直
也（
東
京
大
学
特
任
准
教
授
）・田
中
淳（
東
京
大
学
教
授
）

原
発
災
害
を
め
ぐ
る
大
学
生
の
態
度�

本
多
明
生（
山
梨
英
和
大
学
准
教
授
）
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